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ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た

ら
必
ず
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
保
険
証
に
名
前
が
記
載
さ

れ
て
い
る
方
で
、
す
で
に
他
の
健

康
保
険
の
資
格
が
あ
る
方
や
、
住

所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、
す
ぐ
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

現
住
所
を
離
れ
て
就
学
し
て
い

る
学
生
に
交
付
す
る
�学
 

保
険
証

（
在
学
証
明
書
が
必
要
）
、
出
張

・
出
稼
ぎ
な
ど
で
長
期
に
わ
た
っ

て
現
住
所
を
離
れ
て
い
る
方
の
�遠
 

保
険
証
は
、
更
新
の
つ
ど
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
保
険
証
を
持
参

の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
使
用
中
の
保
険
証
（
薄
ふ

じ
色
・
ベ
ー
ジ
ュ
色
）
は
、
有
効

期
限
が
、
３
月　

日
（
土
）
ま
で

３１

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
年
金
第
１
課
国
民
健
康
保

険
係
（
�田
 
�
内
線　

、　

）、
保
険

２８３

２８４

年
金
第
２
課
保
険
係
（
�保
 
�
内
線

　

、　

）　

１３１

１３４

��　

新
社
会
人
の
皆
さ
ん
、
国
民
年

金
資
格
変
更
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
就
職
に
よ
り
厚
生
年
金
ま
た

は
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
に

は
、
国
民
年
金
資
格
喪
失
（
や
め

る
手
続
き
）
の
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
・
会
社
で
発
行
さ
れ

た
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持
ち

に
な
っ
て
、
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
保
険
年
金
第
１
課
国
民
年
金
係

（
�田
 
�
内
線　

、　

）、
保
険
年
金

２８５

２８６

第
２
課
年
金
係
（
�保
 
�
内
線　

、
１３２

　

）
１３３

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金
資
格

国
民
年
金
資
格

変
更
の
手
続
き
は

変
更
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

お
済
み
で
す
か

を
持
参
し
、
田
無
庁
舎
１
階
ご
み

減
量
対
策
課
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
、
ご
み

減
量
対
策
課
は
保
谷
庁
舎
（
中
町

１
〜
５
〜
１
）
に
移
転
し
ま
す
の

で
、
申
請
期
間
内
に
田
無
庁
舎
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
銀
行
振
込
も

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ご
み
減
量
対
策
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
間　

３
月　

日
（
月
）

２６

〜　

日
（
金
）

３０
▽
交
付
金
額　

古
紙
・
ぼ
ろ
１�

当
り
８
円

※
団
体
登
録
を
し
て
い
な
い
団
体

ま
た
は
、
再
生
資
源
の
回
収
を
事

業
と
し
て
い
る
団
体
等
に
は
、
奨

励
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。　

◆
ご
み
減
量
対
策
課
（
�田
 
�
　

、
２６８

　

）
２６９

��　
 
平
成　

年
度
は
、
国
民
健
康
保

１３

険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
更

新
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
３
月
下
旬

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

▽
新
し
い
保
険
証

◎
一
般
被
保
険
者
世
帯
…
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
桜
色
）

◎
退
職
者
医
療
制
度
該
当
世
帯
…

国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証

（
水
色
）

　

現
在
、
保
険
医
療
機
関
へ
入
院

ま
た
は
通
院
し
て
い
て
、
４
月
以

降
も
継
続
す
る
見
込
み
の
方
は
、

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
ら
、
必
ず
各
保
険
医
療
機
関
に

提
示
し
て
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
各
保
険
医
療
機
関
で
は
、
窓

口
で
、
１
か
月
に
一
度
は
保
険
証

の
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

国
民
健
康

国
民
健
康
保
険
保
険

国
民
健
康
保
険
被
保

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
が

険
者
証
が
４
月
か
ら

４
月
か
ら

新
し
く
な
り
ま
す

新
し
く
な
り
ま
す

��　

平
成　

年　

月
〜
平
成　

年
３

１２

１０

１３

月
分
の
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
申
請
期
間　

３
月　

日
（
木
）

１５

〜　

日
（
金
）

３０
▽
対
象　

区
市
町
村
と
委
託
契
約

等
を
結
ん
で
東
京
都
か
ら
助
成
金

を
受
け
て
い
る
、
市
内
外
の
保
育

室
や
家
庭
福
祉
員
に
入
所
し
、
毎

月　

日
以
上
保
育
さ
れ
て
い
る
子

１５
ど
も
の
保
護
者
（　

年
度
に
限
り

１２

旧
田
無
市
内
在
住
者
に
支
給
）

▽
助
成
金
額　

子
ど
も
１
人
に
つ

き
月
額
５
千　

円
７００

▽
申
請
方
法　

児
童
福
祉
課
や
各

保
育
室
等
に
あ
る
助
成
金
の
受
給

申
請
書
に
保
育
室
等
の
証
明
を
受

け
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
田

無
庁
舎
１
階
児
童
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
福
祉
課（
�田
 
�
内
線　

）　
４０２

�　

古
紙
や

ぼ
ろ
を
集

団
回
収
し

て
ご
み
減

量
に
ご
協

力
い
た
だ

い
た
田
無

地
域
の
団

体
に
、
下

半
期
分
（
平
成　

年　

月
〜
平
成

１２

１１

　

年
３
月
）
の
奨
励
金
を
交
付
し

１３ま
す
。

　

該
当
す
る
田
無
地
域
の
団
体

は
、
代
表
者
の
印
鑑
（
個
人
印
）

と
回
収
業
者
発
行
の
仕
切
り
伝
票

助
成
金
・

助
成
金
・

補
助
補
助
金金

保
護
者
助
成
金

保
護
者
助
成
金

集
団
回
収
を
実
施

集
団
回
収
を
実
施

し
て
い
る
団
体
に

し
て
い
る
団
体
に

引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
所
を
有

す
る
方

　

平
成　

年
３
月
２
日
現
在
の
在

１３

外
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
、男
性

　

人
、女
性　

人
、計　

人
で
す
。

１０２

７０

１７２

◆
選
挙
管
理
委
員
会
（
�保
 
�
内
線

　

）　
５９０

�　

平
成　

年
度
の
課
税
分
か
ら
、

１３

次
の
新
築
住
宅
等
は
、
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
。

◎
減
額
期
間
３
年
…
平
成
９
年
１

月
２
日
か
ら
平
成　

年
１
月
１
日

１０

ま
で
に
新
築
さ
れ
た
一
般
住
宅

◎
減
額
期
間
５
年
…
平
成
７
年
１

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
１
月
１
日

ま
で
に
新
築
さ
れ
た
３
階
建
て
以

上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
。
田
無

駅
北
口
地
区
再
開
発
事
業
施
設
構

築
物
（
ア
ス
タ
ビ
ル
）
に
お
い
て

減
額
措
置
対
象
と
な
っ
た
住
宅
お

よ
び
店
舗
な
ど　
　

◆
課
税
第
１
課
資
産
税
係
（
�田
 
�

内
線　

〜　

）、課
税
第
２
課
資
産

２４３

２４５

税
係
（
�保
 
�
内
線　

、　

、　

）

１６４

１６６

１６７

�　

手
足
や
身
体
の
動
き
が
気
に
な

る
、
ま
だ
歩
け
な
い
な
ど
、
こ
ど

も
の
発
育
に
不
安
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

３
月　

日
（
火
）
午
前

２７

９
時　

分
か
ら
（
予
約
制
）

３０

▽
と
こ
ろ　

こ
ど
も
の
発
達
セ
ン

タ
ー
ひ
い
ら
ぎ（
住
吉
福
祉
会
館
内
）

▽
相
談
員　

若
狭
三
郎
さ
ん
（
ひ
い

ら
ぎ
機
能
訓
練
担
当
・
作
業
療
法

士
）

◆
こ
ど
も
の
発
達
セ
ン
タ
ー
ひ
い

ら
ぎ
（�
　

・
９
８
９
７
）　

２２

固

定

資

産

税

固

定

資

産

税

新
築
軽
減
の
終
了

新
築
軽
減
の
終
了

か
ら
だ
の
動
き
が

か
ら
だ
の
動
き
が

気
に
な
る
子
ど
も
の

気
に
な
る
子
ど
も
の

発

育

相

談

会

発

育

相

談

会

の
と
お
り
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
昭
和　

年
３
月
２
日
以
前
に
生

５６

ま
れ
た
方

③
平
成　

年
３
月
１
日
現
在
引
き

１３

続
き
３
か
月
以
上
西
東
京
市
に
居

住
し
て
い
る
方
（
他
区
市
町
村
か

ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年
１２

　

月
１
日
ま
で
に
田
無
市
ま
た
は

１２保
谷
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
方
で
、
合
併
前
に
旧
市
間

の
移
動
を
し
て
な
い
方
）

　

ま
た
、
次
の
資
格
を
有
す
る
方

が
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

①
在
外
選
挙
人
名
簿
に
既
に
登
録

さ
れ
て
い
る
者
で
な
い
こ
と

②
登
録
申
請
時
に
満　

歳
以
上
で

２０

あ
る
こ
と

③
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

④
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
申

請
に
関
し
、
そ
の
者
の
住
所
を
管

轄
す
る
領
事
館
の
管
轄
区
域
内
に

��　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
年
４

回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
と　

月
１２

に
登
録
す
る
定
時
登
録
と
、
選
挙

の
つ
ど
行
わ
れ
る
選
挙
時
登
録
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
３
月
２
日
（
金
）
に
定

時
登
録
者
数
が
確
定
し
ま
し
た
。

登
録
者
数
は
、
男
性
７
万
２
千　
６４

人
、
女
性
７
万
３
千　

人
、
計　

４８６

１４

万
５
千　

人
で
す
。

５５０

　

平
成　

年　

月
の
定
時
登
録
者

１２

１２

数
と
比
較
す
る
と
、
男
性　

人
６６

減
、
女
性　

人
増
、
計　

人
減
少

４４

２２

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
定
時
登
録
の
要
件
は
次

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

選
挙
人
名
簿
登
録
者

選
挙
人
名
簿
登
録
者

（
定
時
登
録
）

（
定
時
登
録
）
数数

が
確
定
し
ま
し
た

が
確
定
し
ま
し
た 

献

血

に

ご

協

力

を

！

　

市
民
会
館
・
コ
ー
ル
田
無
の
施

設
は
、
左
記
の
期
間
中
、
市
民
文

化
祭
等
の
た
め
、一
部
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

市
民
会
館

▽
公
会
堂　
　

月　

日
（
土
）・　

１０

２０

２１

日
（
日
）、　

月　

日
（
木
）
〜　

１０

２５

１１

月
５
日
（
月
）
…
全
日

▽
体
育
室
・
プ
レ
イ
ル
ー
ム　
　
１０

月　

日
（
木
）
〜　

月
５
日
（
月
）

２５

１１

…
全
日

▽
会
議
室
・
展
示
室　
　

月　

日

１０

２１

（
日
）、　

月
１
日
（
木
）
〜　

日

１１

１０

（
土
）
…
全
日

コ
ー
ル
田
無

▽
多
目
的
ホ
ー
ル
・
音
楽
練
習
室
・

会
議
室　
 　

月　

日
（
木
）
〜　

１０

２５

１１

月
４
日
（
日
）
…
全
日

▽
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム　
 　

月　
１０

２５

日
（
木
）
〜　

月　

日
（
土
）
…

１１

１０

全
日

◆
市
民
会
館
（�
　

・
５
３
８
１
）

63

◆
コ
ー
ル
田
無
（�
　

・
５
０
０

69

６
）

市
民
会
館
・
コ
ー
ル
田
無
の

施
設
が
利
用
で
き
な
い
日
程

　

防
災
行
政
無
線
（
固
定
系
）
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
の

放
送
時
間
が
、
４
月
１
日
（
日
）

か
ら
８
月　

日
（
金
）
ま
で
、
午

31

後
６
時
の
放
送
と
な
り
ま
す
。

　

同
日
よ
り
曲
目
を
変
更
し
「
夕

焼
け
小
焼
け
」
を
放
送
し
ま
す
。

◎
防
災
行
政
無
線
と
放
送
目
的

　

防
災
行
政
無
線
は
、
非
常
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
避
難
、
救
援
、

等
の
災
害
対
策
情
報
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
す
る
た
め
、
市
庁
舎

の
親
局
設
備
よ
り
、
市
内
各
所
に

設
置
さ
れ
た
屋
外
拡
声
子
局
設
備

に
同
報
通
信
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
防
災
行
政
用
無
線
局
は
、

無
線
設
備
の
正
常
な
機
能
維
持
を

確
保
す
る
た
め
、
開
局
の
日
か
ら

毎
日
定
時
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ

イ
ム
の
放
送
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
環
境
防
災
課
環
境
防
災
係
（
�田
 

�
内
線　

）、
防
災
課
防
災
係
（
�保
 

257

�
内
線　

）
811

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

担
当
課
の
内
線
番
号
の
前
の
�田
 
・
�保
 

の
表
記
は
、
�田
 

…
田
無
庁
舎（�

　

・
１
３
１
１
）、
�保
 

…
保
谷
庁
舎（�
　

・
２
５
２
５
）を
表
し
ま
す
。

６４

２１

　

偏
っ
た
食
生
活
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
の
生
活
習
慣
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

が
ん
、
脳
卒
中
等
多
く
の
疾
病
に
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
、
病
気

の
発
生
や
進
行
が
予
防
で
き
ま
す
。

　

予
防
に
は
、
５
つ
の
生
活
改
善
が
必
要
で
す
。

①
食
習
慣
…
１
日
３
食
、
腹
八
分
目
、
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
運
動
習
慣
…
日
常
生
活
の
中
で
、
努
め
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
基

本
。
手
軽
な
「
歩
く
」
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
の
効
果
と
し
て
は
、肥
満
、動
脈
硬
化
、高
血
圧
症
な
ど
の
生
活

慣
習
病
の
危
険
因
子
を
低
下
さ
せ
て
、虚
血
性
心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
や

糖
尿
病
な
ど
の
疾
患
の
発
生
を
予
防
す
る
効
用
が
あ
り
ま
す
。

③
休
養
…
休
養
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
肉
体
的
、
精
神
的
な
疲
労
を

取
り
除
き
、
身
体
や
精
神
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

疲
労
回
復
の
鉄
則
は
、
一
日
の
疲
れ
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
と
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

④
禁
煙
…
た
ば
こ
は
、
多
く
の
有
害
物
質
を
含
む
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

病
気
の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。

⑤
飲
酒
…
酒
は
、
度
を
超
え
る
と
脂
肪
肝
、
肝
炎
な
ど
の
肝
障
害
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
糖
尿
病
や
胃
か
い
よ
う
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
悪
化

さ
せ
た
り
し
ま
す
。
適
正
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
保
険
年
金
第
１
課
（
�田
 
�
内
線　

）、
◆
保
険
年
金
第
２
課
（
�保
 
�
内
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医
療
に
使
わ
れ
る
血
液
の
確
保

は
、
献
血
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

寒
い
時
期
は
献
血
者
が
減
少
し
が

ち
で
す
。

　

必
要
量
の
確
保
の
た
め
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　

３
月　

日
（
金
）
午
前

23

　

時
〜　

時　

分
、
午
後
1 
時
〜

10

11

30

３
時　

分
30

▽
と
こ
ろ　

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅

南
口

◆
保
健
福
祉
計
画
第
２
課
（
�保
 
�

内
線　

、　

）

６１１

６１８


